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家庭の中に｢聖･美･愛｣の価値を実現しよう
社団法人ｽｺー ﾚ家庭教育振興協会会長永池梁吉
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(かつて日本では>子供たちが日々親が見せていた自己犠牲の愛への感
動を心の糧にして成長､ﾉたわけです｡自己犠牲は人間の最も美L,い
姿ですね。…私は、豊かな時代において抄、家庭の11]に「聖なる空
間：を持つべ缶だと思います。それは例えば、I共感の愛」です。

家庭の中に「聖・美・愛」の価値を実現しよう永池業吉…5

ゆがんだ『仲間文化」（ビア･カルチャー>ごと変えていこうという観
点でいじめ問題に対応しようとしている…学校をあげての人格教育

プログラム実施と地域社会への奉仕などからなる十の方策とプロ
ジニクトだ。

いじめ撲滅に取り組む人格教育ブロジェクトー米国…11

思春期というのは今までの自分をいったん解体J､再編していく時
です。…その中で、連続性が失われるという体験から、実は大切な
問いが生びれていることが分かります。かなり深くデデ1分とは何だ

ろうか」と考えさせられます。

｢中一ギャップ」をどう防ぐか庄井良信…15

今月の

点

巻頭言

魂への配慮としての哲学を 長崎大学名誉教授篠原駿一郎

教育再生への課題と展望

｢新しい家庭像｣を提案する

家庭の中に｢聖･美･愛｣の価値を実現しよう懸際農家庭教育永池柴吉
ワールドアフェアーズ

いじめ撲滅に取り組む人格教育プロジェクト…米国

情報ファイル

小学校教員の38.5％が50代以上

11本の高校生I~留学したい｣は4力同中最低

私の教育実践

｢中・ギャップーをどう防ぐか臨床教育学の視点から北海道教育大学教授庄井良信

子育ては絵本で大丈夫

｢しあわせなぶだほんとうの幸せってなんだろう？翌義金代表浜島代志子
病を克服した偉人たち

滝沢馬琴失明しても書き続けた大作『八犬伝‘：

教育情報

千葉で人格教育･協議会結成大会ほか

BooKReview

歴史と伝統の探訪

沖縄学の父､、琉同祖諭唱える／沖縄



魂への配慮としての哲学を

巻
頭
言長崎大学名誉教授

篠原駿一郎

「
魂
」
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。
今
の
時
代
、
私
た
ち

の
多
く
は
魂
な
ど
と
い
う
も
の
の
存
在
を
信
じ
て
は
い

ま
せ
ん
。
私
た
ち
が
信
じ
て
い
る
の
は
、
こ
の
身
体
と

そ
れ
に
宿
る
精
神
の
み
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
世

の
命
が
尽
き
れ
ば
全
て
は
終
わ
り
で
す
。
こ
れ
は
日
本

も
含
め
て
産
業
化
さ
れ
た
国
の
人
々
の
大
き
な
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
、
つ
ま
り
は
証
明
も
反
証
も
で
き
な
い
よ
う
な

思
い
込
み
で
す
。

こ
の
よ
う
な
社
会
が
依
っ
て
立
つ
理
念
は
、
個
人
主

義
、
平
等
主
義
、
自
由
主
義
、
資
本
主
義
、
と
い
っ
た

も
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
こ
に
は
、
現
世
に
お
け
る
私
た

ち
の
欲
望
を
精
一
杯
満
た
す
こ
と
こ
そ
「
生
き
る
目
的
」

あ
る
い
は
「
生
き
る
意
味
」
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
が

含
意
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
こ
れ
ら
の
理
念
は
、
明

治
以
後
に
私
た
ち
が
西
欧
か
ら
学
び
、
そ
の
後
、
国
家

主
義
的
政
治
体
制
に
よ
る
抑
圧
な
ど
の
挫
折
が
あ
り
ま

し
た
が
、
先
の
敗
戦
以
降
は
、
再
び
こ
れ
ら
の
理
念
に

基
づ
く
市
民
社
会
を
理
想
と
し
て
き
た
し
、
こ
れ
か
ら

も
そ
う
で
あ
る
、
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
現
世
主
義
的
な
理
念
に
は
、

私
た
ち
の
存
在
を
超
え
た
存
在
者
、
大
自
然
、
と
い
っ

た
も
の
へ
の
崇
敬
の
視
点
が
欠
け
て
い
る
よ
う
で
す
。

そ
こ
で
も
し
、
私
た
ち
自
身
の
存
在
を
こ
の
超
越
的
存

在
者
と
の
関
係
で
考
え
る
な
ら
ば
、
や
は
り
、
私
た
ち

の
存
在
の
核
と
し
て
の
魂
の
よ
う
な
も
の
を
想
定
す
べ

き
で
し
ょ
う
。

単
に
身
体
と
精
神
の
合
体
し
た
現
世
的
な
人
間
で
は
な
く
、
そ

こ
に
魂
を
有
す
る
も
の
と
し
て
人
間
存
在
を
考
え
れ
ば
、
私
た

ち
の
世
界
観
や
人
間
観
、
そ
し
て
人
生
観
も
大
き
く
変
わ
る
で

し
ょ
う
。
そ
し
て
魂
そ
の
も
の
を
鍛
え
陶
冶
す
る
と
い
う
こ
と
、

そ
れ
が
魂
へ
配
慮
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
プ
ラ
ト
ン
に
よ
っ

て
描
か
れ
た
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
「
人
は
身
体
や
金
銭
の
こ
と
よ
り

は
、
魂
が
で
き
る
だ
け
優
れ
た
も
の
に
な
る
よ
う
に
配
慮
す
べ

き
で
あ
る
」
と
い
う
趣
旨
の
こ
と
を
語
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ

と
は
、
今
な
お
、
哲
学
の
伝
統
と
し
て
受
け
継
が
れ
て
い
る
重

要
な
テ
ー
マ
な
の
で
す
。

大
い
な
る
大
自
然
や
超
越
者
と
の
関
係
に
あ
る
魂
は
、
永
遠

の
相
の
も
と
に
あ
る
存
在
で
す
。
そ
れ
は
単
な
る
欲
望
充
足
の

た
め
の
主
体
と
は
違
い
ま
す
。
私
達
の
人
生
の
目
標
を
定
め
る

視
座
は
、
欲
望
充
足
を
超
え
た
と
こ
ろ
に
置
か
れ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、
人
生
を
現
世
だ
け
に
限
定
し
た
刺
那
的

価
値
観
で
考
え
る
こ
と
で
は
な
く
、
社
会
を
単
な
る
欲
望
調
節

の
た
め
の
機
能
と
し
て
考
え
る
こ
と
で
は
な
く
、
地
球
を
単
な

る
人
間
だ
け
の
も
の
、
あ
る
い
は
私
た
ち
の
世
代
だ
け
の
も
の
、

と
し
て
考
え
な
い
と
い
う
視
座
な
の
で
す
。

現
代
は
、
一
部
に
は
哲
学
復
活
の
兆
し
も
見
え
ま
す
し
、
そ

れ
は
現
代
社
会
の
不
安
を
反
映
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
ま
だ
ま
だ
そ
れ
は
実
を
伴
う
も
の
に
は
な
っ
て
お
り
ま
せ

ん
。
「
魂
」
と
い
う
語
を
復
活
さ
せ
、
そ
の
魂
へ
の
最
大
限
の
配

慮
と
い
う
視
座
を
私
た
ち
の
心
に
し
っ
か
り
と
据
え
る
、
そ
の

と
き
に
こ
そ
、
本
当
に
哲
学
が
復
活
し
た
と
言
え
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
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教育再生への課題と展望

永池柴吉
ながいけ・えいきち

社団法人

スコーレ家庭教育振興協会会長

1939年北海道生まれ。80年7月『国際スコーレ協会』

を設立、99年8月『社団法人スコーレ家庭教育振興

協会』会長に就任。2005年、教育学博士。文部科学

省主催｢全国生涯学習フェスティバル｣に第1回か

ら講師として参加、NHKテレビ｢視点・論点｣に

出演するなど、多方面で活溌中。（公財)日本ユニ

セフ協会評議員・日本家庭教育学会顧問．国語問

題協議会評議員など。著書に｢こころの添木』『人生

の難問を解決する魔法の言葉』『生き方の基本』『生

きる強さを育てる家庭の底力』ほか多数。

『
新
し
い
家
庭
像
』
を
提
案
す
る
ｌ
新
。
生
命
主
義
概
論

●

ｰ

つ

日本型個人主義の到達点が｢無縁社

会」ではないか。家庭の中に聖なる

もの、美なるもの、愛なるものを実

現して、家庭を再生させよう。

個
人
主
義
は
人
間
と
し
て
の
尊
厳
性
を

根
源
的
に
支
え
る
何
も
の
も
持
っ
て
い

ま
せ
ん
。
い
わ
ば
虚
無
主
義
で
す
。
戦

後
六
十
年
を
経
て
、
そ
の
欠
点
が
も
た

ら
す
現
象
が
起
き
て
い
る
わ
け
で
す
。
家

庭
の
あ
り
方
、
子
育
て
の
あ
り
方
の
基

礎
と
な
る
も
の
が
何
も
な
い
。
こ
れ
が

現
状
で
す
。

二
つ
め
は
、
家
庭
・
家
族
の
連
帯
を

育
む
シ
ス
テ
ム
を
持
た
な
い
と
い
う
こ

と
で
す
。
Ｈ
本
で
は
敗
戦
後
、
教
育
勅

語
を
廃
止
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
に
代
わ

る
何
ら
か
の
道
徳
的
指
針
を
定
め
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

欧
米
の
一
神
教
の
倫
理
観
に
代
わ
る

も
の
が
、
東
ア
ジ
ア
に
お
い
て
は
伝
統

的
な
家
族
道
徳
で
し
た
。
に
も
関
わ
ら

し

に
「
聖
．

■■

Ｉ
「
新
し
い
家
庭
像
」
に
つ
い
て

提
案
し
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
そ
れ
に
つ

い
て
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

日
本
の
家
庭
は
豊
か
に
な
っ
て
い
く

時
代
の
流
れ
の
中
で
、
も
ろ
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
と
言
わ
れ
ま
す
。
そ
の
大
き

な
要
因
は
「
日
本
型
個
人
主
義
」
に
あ

る
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
特
質

は
次
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

一
つ
は
、
日
本
型
個
人
主
義
は
「
神

を
持
た
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
欧

米
の
個
人
主
義
が
一
神
教
の
の
８
（
神
）

を
持
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
日
本
型

「
日
本
型
個
人
主
義
」

の
到
達
点
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教員の年齢構成の推移(公立小学校）

学
校
教
員
統
計
調
査

小
学
校
教
員
の
約
川
『
割
が
印
代
以
上

中
堅
層
の
減
少
で
教
育
力
低
下
の
懸
念

図35歳未満■35～50歳未満園50歳以上
四捨五入のため、合計が100％にならないこともある

（％）

平成

13年度

12

教員数

382,231人

年
齢
構
成
の
歪
み
は
教
育
現
場
に
さ

ま
ざ
ま
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
若
手

を
指
導
す
る
中
堅
層
が
薄
く
な
る
こ
と

で
、
教
育
力
が
低
下
す
る
の
で
は
な
い

か
と
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
Ｉ
Ｔ
を

駆
使
し
た
授
業
、
英
語
授
業
や
体
育
授

業
へ
の
対
応
な
ど
、
教
員
層
の
高
齢
化

が
も
た
ら
す
課
題
も
多
い
。

今
後
十
年
に
わ
た
っ
て
、
団
塊
世
代

が
大
量
に
退
職
す
る
た
め
、
す
べ
て
の

学
校
種
で
採
用
数
を
増
や
し
て
い
る
。
一

方
、
離
職
者
の
状
況
を
み
る
と
、
小
学

校
で
は
離
職
者
の
四
割
弱
は
定
年
以
外

の
理
由
で
離
職
し
て
お
り
、
精
神
疾
患

な
ど
病
気
理
由
に
よ
る
離
職
が
急
増
し

て
い
る
。
教
員
が
置
か
れ
て
い
る
学
校

現
場
の
厳
し
さ
が
う
か
が
え
る
。

教
員
の
質
を
高
め
よ
う
と
、
最
近
は

大
学
院
卒
者
の
採
用
や
民
間
か
ら
の
採

用
も
徐
々
に
増
え
つ
つ
あ
る
。
教
員
の

学
歴
を
み
る
と
、
大
学
院
卒
者
の
割
合

が
す
べ
て
の
学
校
種
で
上
昇
し
て
い
る
。

教
職
大
学
院
が
増
え
た
こ
と
が
大
き
い
。

16年度

教員数

383,466人

教
員
の
高
齢
化
が
一
段
と
進
み
、
年

齢
構
成
の
急
激
な
変
化
が
教
育
現
場
に

影
響
を
与
え
て
い
る
。
文
部
科
学
省
の

「
学
校
教
員
統
計
調
査
」
に
よ
る
と
、
平

成
二
十
二
年
度
の
全
国
の
公
立
学
校
教

員
の
平
均
年
齢
は
小
学
校
四
四
・
四
歳
、

中
学
校
四
四
・
二
歳
、
高
校
四
五
・
八

歳
。
前
回
（
平
成
十
九
年
度
）
を
や
や

下
向
っ
た
小
学
校
を
除
く
と
、
中
学
・
高

校
で
過
去
最
高
と
な
っ
た
。
ま
た
女
性

教
員
の
割
合
は
小
学
校
六
一
・
九
％
、
中

学
校
が
四
一
・
一
％
で
ほ
ぼ
横
ば
い
・
高

校
で
は
二
八
・
六
％
と
、
女
性
の
割
合

が
上
昇
傾
向
に
あ
る
。

も
っ
と
も
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
小

学
校
で
は
中
堅
層
（
三
十
五
歳
か
ら
五

十
歳
未
満
）
が
五
六
・
○
％
（
平
成
十

三
年
度
）
か
ら
三
八
・
一
一
一
％
（
同
一
一
十

二
年
度
）
に
激
減
。
代
わ
っ
て
五
十
代

以
上
が
二
四
・
五
％
か
ら
三
八
・
五
％

に
増
え
た
。

19年度

教員数

384,170人

6080100

文部科学省「学校教員統計調査1

営言至芭＝

22年度

教員数

384,632人
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｢可能なら外国へ留学したいと思う」

高
校
生
の
生
活
意
識

「
留
学
し
た
い
」
は
４
カ
国
中
最
低

し
た
く
な
い
理
由
「
自
国
が
暮
ら
し
や
す
い
」
「
言
葉
の
壁
」

■高校在学中に■高校を卒業したら■大学期間中に

■大学卒業後に■したいと思わない口無回答

留学したいと思わない留学したい－｜ ｜(％）

日
本
の
高
校
生
の
中
で
「
留
学
し
た

い
」
と
考
え
て
い
る
の
は
半
数
以
下
で
、

米
国
、
中
国
、
韓
国
に
比
べ
て
低
い
こ

と
が
、
財
団
法
人
川
本
青
少
年
研
究
所

の
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
た
。
逆
に
「
留

学
し
た
く
な
い
」
は
最
も
高
か
っ
た
。

高
校
在
学
中
か
ら
大
学
卒
業
後
ま
で

留
学
時
期
は
別
に
し
て
も
、
「
可
能
な
ら

留
学
し
た
い
」
と
い
う
日
本
の
高
校
生

は
男
子
四
三
・
四
％
、
女
子
五
二
・
二

％
。
逆
に
「
留
学
し
た
い
と
思
わ
な
い
」

は
、
男
子
五
八
・
三
％
、
女
子
四
五
・
三

％
で
、
男
女
と
も
日
本
が
最
も
高
い
。

留
学
し
た
い
理
由
を
見
る
と
、
「
語
学

力
を
身
に
つ
け
た
と
「
自
分
自
身
の
視

野
を
広
げ
た
い
か
ら
」
は
約
八
割
と
高

い
。
逆
に
「
よ
り
よ
い
教
育
環
境
を
求

め
た
い
か
ら
」
「
帰
国
後
の
就
職
が
有
利

に
な
る
か
ら
」
な
ど
は
一
割
台
で
、
他

国
と
の
差
が
大
き
く
、
同
研
究
所
の
報

告
書
は
「
日
本
高
校
生
の
現
状
満
足
の

日男子2耀
本女子4.43.4

､Hg既;瀧
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女子

意
識
の
現
れ
で
あ
ろ
う
」
と
分
析
し
て

い
る
。一

方
、
留
学
し
た
く
な
い
理
由
で
は
、

「
自
分
の
国
の
ほ
う
が
暮
ら
し
や
す
い
か

ら
」
「
言
葉
の
壁
が
あ
る
か
ら
」
「
外
国

で
一
人
で
生
活
す
る
自
信
が
な
い
か
ら
」

が
五
割
前
後
。
さ
ら
に
「
面
倒
だ
か
ら
」

も
三
八
・
五
％
で
四
カ
国
の
中
で
最
も

高
か
っ
た
。

ま
た
、
留
学
で
最
も
重
要
な
Ｈ
的
に

つ
い
て
は
、
日
本
の
高
校
生
は
「
語
学
」

が
七
○
・
一
％
で
、
他
国
（
二
～
四
割
）

と
比
較
し
て
も
語
学
指
向
が
強
い
。
一

方
、
「
学
位
取
得
」
は
中
国
四
三
・
三
％
、

韓
国
二
二
・
一
％
に
対
し
て
、
日
本
は

三
・
七
％
だ
っ
た
。

こ
の
他
、
自
己
肯
定
感
、
自
尊
感
情

に
つ
い
て
の
回
答
を
見
る
と
、
日
本
の

高
校
生
は
「
物
事
に
積
極
的
」
（
六
二
・
○

％
）
、
「
自
分
は
価
値
あ
る
人
間
」
（
三
九
・

七
％
）
、
「
自
分
は
ダ
メ
な
人
間
」
（
八
三
・

六
％
）
な
ど
、
自
己
肯
定
感
が
総
じ
て
低

く
、
他
国
と
大
き
な
差
が
あ
っ
た
。
こ

の
と
こ
ろ
日
本
の
子
供
た
ち
の
自
己
肯

定
感
が
低
い
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
そ

れ
を
裏
付
け
た
形
だ
。
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⑨本誌に対するご意見､ご感想

をお寄せください．

●定期購読のお申し込みは､電
話またはEメールでどうぞ。

一
方
、
沖
縄
組
合
教
会
を
設
立
し
、
聖

書
や
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
講
習
会
で
の
指
導

に
も
当
た
る
。
日
琉
同
祖
論
者
（
日
本

人
と
琉
球
人
は
起
源
と
し
て
は
民
族
的

に
同
一
で
あ
る
と
す
る
説
）
と
し
て
も

知
ら
れ
る
が
、
近
年
の
遺
伝
子
学
で
解

明
さ
れ
た
沖
縄
人
と
日
本
人
が
人
種
的

に
同
祖
で
あ
る
こ
と
を
言
語
や
民
俗
の

研
究
か
ら
百
年
前
に
証
明
し
て
み
せ
た
。

研
究
成
果
を
基
に
、
政
府
に
よ
る
行
政

差
別
を
毅
然
と
批
判
し
つ
つ
、
出
自
に

悩
む
沖
縄
県
民
に
日
本
人
と
し
て
の
自

信
と
誇
り
を
持
ち
生
き
よ
と
啓
蒙
活
動

に
心
血
を
注
い
だ
。
そ
の
後
、
上
京
し
、

民
俗
学
者
の
柳
田
圃
男
や
折
口
信
夫
ら

と
親
交
を
深
め
、
多
く
の
優
れ
た
論
文
．

著
作
を
残
す
。

一
九
四
五
年
の
沖
縄
玉
砕
・
終
戦
に

よ
る
絶
望
か
ら
再
起
、
沖
縄
の
救
民
運

動
に
奔
走
す
る
も
、
四
七
年
、
沖
縄
の

将
来
を
憂
い
つ
つ
、
東
京
で
波
澗
の
生

涯
を
閉
じ
た
。
享
年
七
十
一
歳
◎
回

沖縄学の父､日琉同祖論
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(左上より時計回りに)伊波普猷

(『｢沖純学｣の父伊波普猷』清水書

院)､顕彰碑､浦添城赴にある墓

「
彼
ほ
ど
沖
縄
を
識
っ
た
人
は
い
な
い

彼
ほ
ど
沖
縄
を
愛
し
た
人
は
い
な
い

彼
ほ
ど
沖
縄
を
憂
え
た
人
は
い
な
い

彼
は
識
っ
た
が
為
に
愛
し
愛
し
た
た

め
に
憂
え
た
彼
は
学
者
で
あ
り
愛
郷

者
で
あ
り
予
言
者
で
も
あ
っ
た
」

顕
彰
碑
に
刻
ま
れ
た
こ
の
言
葉
が
「
沖

縄
学
の
父
」
と
呼
ば
れ
る
伊
波
普
猷
を

物
語
っ
て
い
る
。

廃
藩
置
県
に
よ
り
沖
縄
県
が
設
置
さ

れ
る
三
年
前
、
一
八
七
六
年
、
伊
波
は

琉
球
藩
那
覇
西
村
（
現
那
覇
市
西
）
に

出
生
。
沖
縄
県
尋
常
中
学
校
（
現
首
里

高
校
）
に
入
学
す
る
も
校
長
排
斥
運
動

に
加
担
し
た
と
し
て
退
学
処
分
と
な
る
。

後
、
三
高
を
経
て
東
京
帝
国
大
学
入

学
、
言
語
学
を
専
攻
。
学
友
に
金
田
一

京
助
ら
が
い
る
。
卒
業
後
帰
郷
、
県
立

図
書
館
館
長
を
務
め
る
傍
ら
、
言
語
学
、

民
俗
学
、
歴
史
学
、
宗
教
学
等
広
範
な

資
料
の
収
集
・
研
究
を
通
し
て
沖
縄
独

自
の
歴
史
・
文
化
を
解
明
し
て
い
く
。
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